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「遺伝子から見ると」 

 

  遺伝子の視点から考えると、生物というのは遺伝子の乗り物のようなもので、性能が良い強い

乗り物にリニューアルすることを常に求めています。だからたくさん乗り物がつくられ、その中

で特に強い乗り物が生き残って、残りはスクラップされていくことが理想的です。 

 

  生物は強い種が生き残り、弱い種は淘汰されて現在まで生き続けています。これが進化の仕組

みと言われていますが、遺伝子から見て人間とはどのような種なのでしょうか。 

 

  地球上あらゆるところで生活し、繁栄していることを考えれば比較的優秀な種であると言える

のかもしれません。数も莫大に増えました。環境に合わせて生き残る術を知っており、かなり生

存能力は高い種でしょう。 

 

  人間も昔は多産多死の人口ピラミッドが形成されていました。時々大きな感染症に見舞われ、

その都度免疫力のない種は滅びたのだと思います。現在の人類は大昔に比べれば格段に感染症に

強くなっていると思います。実際日本でも江戸時代ごろまでは風邪で死ぬ人も多かったそうです。 

 

  ところが近代になって少産少死社会になりつつあります。世界の一部の国を除き人口減少型の

人口ピラミッドになっています。感染症にはよっぽど強い新種のウィルスでない限り、地球規模

で死者が激増することはほとんどありません。 

 

  癌という病気は遺伝子のコピーミスから起こりますが、人類はその癌すらも克服しようとして

います。すでに早期発見では死亡率は半分以下になりつつありますし、新たな治療法が次々と開

発されています。 

 

  さらに老化までコントロールしようと世界の科学者が取り組んでいます。人類にとってはあり

がたいことでも種の最適化を望んでいる遺伝子にとっては困った事態なのかもしれません。 

 

  車屋さんに例えると、新車はなかなか入らない、全体の台数は少ない、古い車はスクラップに

ならないので修理が必要な車ばかりになってしまう、遺伝子にとってはありがたくない状況です

よね。 

 

  もしも癌が克服されたら遺伝子はどのような戦略を取ってくるのでしょうか。もしかすると非

婚化、晩婚化というのは店じまいするための遺伝子の戦略なのかもしれません。こうやってゆっ

くりと一つの種が滅びていくのだとしたら、少し怖い気がします。 


